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本̧日のセミナー内容
1. いろいろなビザと在留資格

2. 在留外国人の推移と外国人
労働者の推移

3. 就労活動に制限のない（身
分・地位に基づく）在留資格

4. 在留資格「定住者」日系４世
の在留資格

5. 海外移住の歴史

6. 就労が認められない在留資
格 ５種類

7. 在留資格「技術・人文知識
国際業務」とは

8. 在留資格「特定活動告示46
号」とは
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１. いろいろなＶＩＳＡ（ビザ）
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１- 2. 一般・特定・起業・外交・公用・ＶＩＳＡ（ビザ）
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１- 3．在留資格一覧

ʿᵰ⁯ ∙χ ϦẉόẶ ᾝτΰΪοםᵓזּ ⁯∕ Ḛ ϢϤ



１- 4．日本で就労できる在留資格
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6╥―ʿ ͢anto Man ᵰ⁯ ∙χᶨ ρּזԌ χθϛχ ξΨϤ ϢϤ
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１- 3．在留資格一覧

ʿᵰ⁯ ∙χ ϦẉόẶ ᾝτΰΪοםᵓזּ ⁯∕ Ḛ ϢϤ
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1- 5. 面接・雇用契約締結から入国までの流れ

╥―ʿ ∕ Ɫᶊ ρψˁᵰ⁯ ∙χ ⁯ τ σ︣ Φ ᵰ⁯ ᾼ ע ϢϤ

Ṫ ם ὓᵊ
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１- 6. ビザと在留資格の違い

╥―ʿ ∕ Ɫᶊ ρψˁᵰ⁯ ∙χ ⁯ τ σ︣ Φ ᵰ⁯ ᾼ ע ϢϤ
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１- 7. 在留資格は「在留カード」で確認する

在留資格とは日本に
９０日以上滞在する
外国人に交付される
外国人の身分証で、
外国人は常に携帯す
ることが義務付けさ
れています
これをみれば、その
外国人はどの在留資
格で日本に滞在して
いるか確認できます



11ʿs ⁯∕ Ḛ 6 3Ὦ22 5 12Ὦ ᾝ∕τΣΪϥ∕ ᵰ⁯ τνΜο

２．在留外国人の推移（総数）
（令和５年１２月末）
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２- 2．国籍・地域別 在留外国人の構成比

３４１万９９２人

（令和５年１２月末）

ʿs ⁯∕ Ḛ 6 3Ὦ22 5 12Ὦ ᾝ∕τΣΪϥ∕ ᵰ⁯ τνΜο

₰Ⱳ ΥχЇйΥ
ΚϤϘβΥʺ

∕ ᵰ⁯ πψ
(1) ⁯821,838
ˢᵰ⁯ יּ
χ 24.1̋ ˣ

(2)ЦЕЗЭ565,026
ˢ 16.6̋ ˣ
πβ



13ʿˮᵰ⁯ ᾼ ệ˯χ ệχϘρϛ˲ ˳ˢ 5 10Ὦ Ⱳ ˣ ϢϤ

２- 3．在留外国人労働者【在留資格別】の推移
ᵰ⁯ יּ Υ200 10 π ͏ τ （令和５年１０月末）



ʿˮᵰ⁯ ᾼ ệ˯χ ệχϘρϛ˲ ˳ˢ 5 10Ὦ Ⱳ ˣ Ḛ ∕ ὓˢ2023 ψ12Ὦ Ⱳ ˣ
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１．在留外国人と外国人労働者の推移

∕ ᵰ⁯ 340 ʾᵰ⁯ יּ Υ200 10 π ͏ τ
1 ḧπ∕ ᵰ⁯ 34 ʾᵰ⁯ יּ 22 ᴥ

（２０２３年１０・１２月末）
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２- 4．在留資格別外国人労働者の割合

ʿˮᵰ⁯ ᾼ ệ˯χ ệχϘρϛ˲ ˳ˢ 5 10Ὦ Ⱳ ˣ ϢϤ

（令和５年１０月末）
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２- 5．国籍別 外国人労働者の割合 （令和５年１０月末）

ʿˮᵰ⁯ ᾼ ệ˯χ ệχϘρϛ˲ ˳ˢ 5 10Ὦ Ⱳ ˣ ϢϤ

ᵰ⁯ יּ Ϭ⁯
τϙϥρʺ
ЦЕЗЭ 518,364 
ˢᵰ⁯ יּ
χ 25.3̋ ˣ
⁯ 397,918 

ˢ 19.4̋ ˣ

Ч˔Ѕχ∕ ᵰ⁯
ˢ ˣράχ

Ч˔Ѕχᵰ⁯
יּ χ₯ԏ

42 χ ⁯ ψ
יּ τḯϘϦο

ΜσΜάρτσϤϘ
βʻ
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２- 6．在留資格別 在留外国人の構成比 （令和５年１２月末）

３４１万９９２人

ʿs ⁯∕ Ḛ 6 3Ὦ22 5 12Ὦ ᾝ∕τΣΪϥ∕ ᵰ⁯ τνΜο
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３．就労活動に制限のない（身分・地位に基づく）在留資格

ʾ ӡτṁξΨ∕
Ɫᶊψʺˮֶ ˯יּ
ˮ χ Ἄּי ˯
ˮֶ χיּ Ἄּי ˯ʺ
ˮ ◌χ˯יּ
ˮ ֶ ⧵ʺψ˯יּ
Ɫᶊχ ΥӰσμοΜ
Ϙβʻ ψ
(1)ֶ יּ 891,569

ˢ26.1̋ ˣ
(5) ֶ 281,218יּ

ˢ8.2̋ ˣ
(7) יּ 216,868

ˢ6.4̋ ˣ
(9) χ Ἄּי

148,477
ˢ4.4̋ ˣ

（令和５年１２月末）

３４１万９９２人

ʿs ⁯∕ Ḛ 6 3Ὦ22 5 12Ὦ ᾝ∕τΣΪϥ∕ ᵰ⁯ τνΜο



19

３- 2．在留資格「永住者」
在留資格「永住者」とは、在留活動や在留期間の制限を受けない在留資格です。
永住者の在留資格を与える権限は法務大臣にあり、永住者への在留資格変更も在留資格
変更許可申請の一種と言えます。
永住者は他の在留資格と比べて大幅に在留管理が緩和されるため、他の在留資格よりも
厳しく審査をする必要があります。このため、一般の在留資格変更手続きとは独立した別の
規定が設けられています

外国人が日本の永住権を取得する五つのメリット
͍ʼ ᾢΥσΜ ͎ʼ∕ ṍḧΥσΜ ͏ʼּזᵓ σ Υ Υϥ

͐ʼ πχṞỘΥḛ ͑ʼ ₒΰοϜ∕ ⱢᶊΥζχϘϘ

日本の永住権を取得する条件
͍ʼ “Υ πΚϥάρ͎ʼ χ ὓϬְϚτ ϤϥⱢ▀ ψṪ ΥΚϥάρ

͏ʼ τϜ ΥΚϥάρ׃

τ Ψ ϭπΜϥ
ᾖ ψʺˮԏΦ Φ10 ӟ ˢ10 χΞκʺ ⱢᶊΤạ Ɫᶊπ5 ӟ ˣ τ
ϭπΜϥάρ˯πβʻ
Πωʺ ᶘχ∕ Ɫᶊπ2 ḧᶘ τ“Φʺ ỘῇτṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ χ
∕ Ɫᶊπ8 ḧ Μθ ›σςπβʻ

Ṱ Ϭ τ “ΰοΜϥ

ֶ ⧵Υⱱνˮיּ ϸ˔Жτψ7 χ ῟ṍḧΥΚϥ˯χπʺ∕ ϸ˔Жχ ῟ṍ
ḧϬ  βϥ︣ Φψ“Ξ ΥΚϥʻ

ʿ πֶ ᾂϬ︡ βϥ ὯϞЮзАЕ ∕ ⱢᶊжЩ Ṫ РЃ “ ϢϤ
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３- 3．在留資格「永住者」と「特別永住者」の違い
根拠となる法律が違う

永住者は「出入国管理及び難民認定法」で定められた在留資格です。
特別永住者は「日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理
に関する特例法」で定められた在留資格です。
特別永住者の対象者は、「第二次世界大戦前から引き続き日本に住んでいる在日韓国
人・朝鮮人・台湾人、及びその子孫」です。

在留カードの有無
永住者は在留カードを持っており、永住者には在留カードの常時携帯義務があります。
特別永住者は在留カードの代わりに「特別永住者証明書」を持っており、この特別永住
者証明書は常時携帯する義務がありません。
国会の審議における課程で、「特別永住者に係る歴史的経緯等に鑑み、特別の配慮が
必要」という理由で、特別永住者には特別永住者証明書の携帯義務がありません。
特別永住者証明書の見た目は在留カードとよく似ています。

ʿ∕ Ɫᶊˮֶ ˲ρψˁ˯יּ ֶ ρχӸΜ˳יּ ∕ ⱢᶊжЩ Ṫ РЃ “ ϢϤ
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３- 4．在留資格「永住者」と「定住者」の違い
永住者と定住者の基本情報

ʿ∕ Ɫᶊˮֶ ˲ρψˁ˯יּ ρχӸΜ˳יּ ∕ ⱢᶊжЩ Ṫ РЃ “ ϢϤ

永住者も定住者も「出入国管理及び難民認定法」で定められた在留資格です。
永住者の審査基準については「ガイドライン」があるのに対し、定住者は出入国管理及
び難民認定法に基づく「法務省告示」で該当する人が指定されています。
定住者の法務省告示で指定されている該当者には、「日系人やその配偶者、定住者の
実子、日本人や永住者の配偶者の実子（いわゆる連れ子）など」があります。

また、定住者は法務省告示に該当しない人でも、法務大臣の裁量で在留資格が与えら
れる場合もあります。例えば、日本人や永住者と結婚していた外国人が、離婚や死別で
配偶者の地位を失った場合などが該当します。
参考までに、永住者と定住者で共通するものも紹介します。
1.就労活動の制限がない。
2.再入国許可は必要。
3.退去強制の対象。
4.参政権はない。

在留活動と在留期間の制限
永住者は在留活動や在留期間の制限を受けない在留資格であるのに対し、定住者は
在留活動の制限は受けませんが在留期間の制限は受ける在留資格です。

つまり、定住者は永住者と同じく適法な限りどんな仕事でもできますが、永住者と違い
定住者には1年や3年といった在留期間があります。ですから、定住者は在留期間に合
わせて在留期間更新を行う必要があります。
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３- 5．在留資格「永住者」と「帰化」の違い

ʿ∕ Ɫᶊˮֶ ρψˁ˲ṑᴟ˳ρχӸΜ˯יּ ∕ ⱢᶊжЩ Ṫ РЃ “ ϢϤ

永住者と帰化の基本情報

永住者も帰化も就労制限と在留期間の制限が無い点は同じです。
ただし、永住者はあくまで「外国人」のまま日本に在留するだけですが、帰化は「日本人」
として日本で暮らすことになります。
帰化は「日本人」ですから、永住者には無い「日本の参政権」を得ることになります。また、
永住者は犯罪などで本国に退去強制される場合がありますが、帰化の場合は退去強制
は無く日本国内で刑法等により処罰されることになります。

申請先や申請条件の違い
永住は出入国在留管理局へ申請しますが、帰化は法務局へ申請します。
永住は日本に引き続き10年以上在留すれば申請できるのに対して、帰化は日本に引き
続き5年以上在留すれば申請できます。
上記の在留年数の条件は、永住と帰化共に日本人の配偶者の場合などは年数が短く
なる緩和条件があります。

日本から海外に行く時の違い
永住者が日本から海外へ旅行などに行く場合は再入国許可やみなし再入国許可といっ
た手続きが必要ですが、帰化の場合は手続き不要です。
また、帰化すると日本のパスポートを持てるので、海外旅行などの場合に多くの国へ
ＶＩＳＡ（ビザ）無しで行けるというメリットもあります。
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３- 6．在留資格定住者の類型・在留期間・就労制限

ʿ∕ Ɫᶊˮ ρψˁРЃχ˯יּ ἷʾˮֶ ˯ρχӸΜʾ˯יּ ᾢσςϬ ΤϤϞβΨᵔ ϢϤ

ˮ⁮ꜘ ˯ρˮ⁮ꜘᵰ ˯
ˮ ⧵χ˯יּ Ɫᶊτψʺˮ⁮ꜘ ˯ρˮ⁮ꜘᵰ ˯χ ἷΥΚϤϘβʻ
ˮ⁮ꜘ ˯ψ∕ Ɫᶊ ῖ χ ρσϤϘβΥʺˮ⁮ꜘᵰ ˯
ψ∕ Ɫᶊ ῖ χ ᵰπβʻνϘϤˮ⁮ꜘ ˯τᵺ βϥᵰ⁯
πΚϦωʺˮ ρΰο˯יּ ṛπ τ ⁯βϥάρΥπΦϘβΥʺˮ⁮ꜘᵰ
˯τᵺ βϥᵰ⁯ ψ τˮ ṍ ∕˯Ϟˮᴪ ∕˯σς χ∕ Ɫᶊπ
τ ⁯ΰʺ ⁯ πˮ ⧵ϒ˯יּ ⱢᶊϬ  ΰσΪϦωσϤϘδϭʻ

∕ Ɫᶊˮ π˯יּ ϛϣϦϥ∕ ṍḧ
ˮ π˯יּ ϛϣϦϥ∕ ṍḧψʺ6Ὦʺ1 ʺ3 ʺ5 χΜγϦΤπβʻ
ᵰ⁯ χ ệτϢμο ḚΥ ₰ʺ ΰο∕ ṍḧϬὨ ΰϘβʻ
θιʺ τ ήϦϥρᾖ 5 Υ ΠϣϦϥσςʺ ἷτϢμοὨϘμθ∕
ṍḧΥΚϥϜχϜΚϤϘβʻ
∕ Ɫᶊˮ χ˯יּ ᾢ
ˮ ⧵χ˯יּ ⱢᶊϬⱱν ψʺ ⱧβϥỘ ϞỠ ⱲḧʺỠ σςτ
ᾢψσΨʺ ԌϞזּ ᾏּזԌʺϯиНϱЕρΜμθήϘίϘσᾼ Ἱ π Ψάρ
ΥπΦϘβʻϘθʺᵰ⁯ πψ∕ Ɫᶊχ︡ Υ ΰΜ χϢΞσ πϜ
Υᴦ πβʻ

νϘϤ πχ ᶨ τ ᾢψσΨʺ ρ αϢΞτ ΨάρΥπΦϘβʻ
σΣʺˮ ψ˯יּ χ∕ ⱢᶊπψσΨʺ ḩἰτϢμο ϛϣϦϥ∕ Ɫ
ᶊπβχπʺ ἷτϢμοψ γΰϜ π ΨάρΥẐϛϣϦϥϜχπψΚϤϘ
δϭʻ
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３- 7．在留資格定住者ビザの類型 告示類型1～4号
РЃχיּ ἷ

ᵰ⁯ Υˮ Ϭ︡˯יּ πΦϥΤʺ⁮ꜘ ρ⁮ꜘᵰ τ ΪϣϦϘβʻ
⁮ꜘ
ψ1‹Τϣ8‹ϘπΚϤϘβʻζϦηϦἇꜘ⁮יּ ϬꜘΰσΥϣᵔ ΰοΜΦϘβʻ

σΣʺ2‹ψ⌡ ήϦοΜϘβʻ
1‹ˢЬарЫ˔ ˣ
ΜϩϠϥˮ ╣⁯ ˯τϢϥ χ Ϊ Ϧχθϛχṛ πβʻ
άϦψϯЅϯ ӽτԁⱲ ∕βϥ Υᵺ ΰϘβʻ ᵓϒזּ ᴂ ΥΚϤʺ ὓ
Ϭ οϥάρΥπΦϥ▫Ⱨτ ΨάρΥᾋ₅ϘϦϥ Ϟζχᴪ Υ︡ πΦϥϜχπβʻ
3‹ˢ Ὁ2 ʾ3 ˣ

χ◓ρΰο ΰθּיχם◓Υ︡ πΦϥϜχπβʻ
Πωʺ χ ˢ3 ˣϞᾕ χ ⁯ ῇχם◓ˢ2 ˣʺᾕ χ
⁯ χם◓χם◓πΚϥ ˢ3 ˣΥᵺ ΰϘβʻ
σΣʺ ⁯ χם◓χ ›ψʺˮ πψσΨˮ˯יּ χ Ἄּי ˯τσ
ϤϘβʻ
4‹ˢ Ὁ3 ˣ

χ◓ρΰο ΰθּיπΤνο ⁯ ρΰο τ Ϭ ΰθάρΥΚϥϜ
χχם◓χם◓Υ︡ πΦϘβʻ
άϦψʺ Ὁ1 Υ ⁯ Ϭ ΰθῇτ ϘϦθם◓ˢ3‹ ˢ3◓םˣχיּ ˣ
τνΜοṛ ΰθϜχπβʻ

ʿ∕ Ɫᶊˮ ρψˁРЃχ˯יּ ἷʾˮֶ ˯ρχӸΜʾ˯יּ ᾢσςϬ ΤϤϞβΨᵔ ϢϤ
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5‹ˢˮ χ Ἄּי ˯Ϟˮ χ˯יּ Ἄּיˣ
χ◓ρΰο ϘϦοˮ χ Ἄּי ˯Ϭⱱν χ ἌּיϞʺˮ

χ˯יּ ἌּיΥᵺ ΰϘβʻ
6‹ˢ ʺˮֶ ˮʺ˯יּ ֶ ˮʺ˯יּ ˣ◓םχ˯יּ

ʺˮֶ ˮʺ˯יּ ֶ ˮʺ˯יּ χ˯יּ Ϭ Ϊο ᶨβϥ
π ₒχם◓Υᵺ ΰϘβʻ
Πωˮֶ Υᵤᵰπ˯יּ ΰθם◓Ϟʺ τṑᴟΰθ χם◓ʺ Ὁ2 ʾ

3 χם◓ʺ ρὫₒΰθᵰ⁯ χ Ϧ◓σςπβʻ
σΣʺˮֶ Υ˯יּ ⁯ π◓Ϭ ▀ΰθ ›ʺζχ◓ςϜψˮֶ χיּ Ἄ
יּ ˯τσϤϘβʻ
7‹ˢ ʺˮֶ ˮʺ˯יּ ֶ ˮʺ˯יּ ⅞χ6˯יּ χ ◓ˣ
άϦψ ʺˮֶ ˮʺ˯יּ ֶ ˮʺ˯יּ χ˯יּ Ϭ Ϊο ᶨβ
ϥ6⅞ χ ◓Υᵺ ΰϘβʻ
8‹ˢ ⁯▪ ˣ
⁯▪ ʺζχ ἌּיϞζχ◓Υᵺ ΰϘβʻ

ʿ∕ Ɫᶊˮ ρψˁРЃχ˯יּ ἷʾˮֶ ˯ρχӸΜʾ˯יּ ᾢσςϬ ΤϤϞβΨᵔ ϢϤ

３- 8．在留資格定住者ビザの類型 告示類型5～8号
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３- 9．在留資格「定住者」告示外定住の類型

ʿ∕ Ɫᶊˮ ρψˁРЃχ˯יּ ἷʾˮֶ ˯ρχӸΜʾ˯יּ ᾢσςϬ ΤϤϞβΨᵔ ϢϤ

⁮ꜘᵰ
ⱳτ⁮ꜘᵰ τνΜοᵔ ΰοΜΦϘβʻ
⁮ꜘᵰ χ ἷψ ṅτϩθϤϘβχπʺάάπᵔ βϥϜχψԁ τσϤϘ
βʻ

ψИв˔ІπϜ︡Ϥ ΫϣϦϥάρΥ ΜπβΥʺ τΣΜο τ
ήϦϥρ∕ Ɫᶊψˮ Υ˯יּ ΠϣϦϘβʻ
ρΜΞᾠ χϱЮ˔ЅΥ “ΰοΜϥδΜΤʺ ΤδϥάρΥπΦσΜρ

◘μοΜϥ Ϝ ΜϢΞπβΥʺ χϢΞτˮ ⧵χ˯יּ ⱢᶊϬⱱμοΜ
Ϧω ᾢσΨ ΨάρΥπΦϘβʻ
θιΰʺ ӪΰοΜθιΦθΜχΥʺˮ ᶨ ˯Ϭⱱν χᵰ⁯ π
βʻᵰ⁯ ψˮ ˯ρΰο︠ ΰο τ ϥάρϜΚϥϢΞπʺάχϢ
Ξσᵰ⁯ ϬᾼΞάρΥπΦϥΤρΜμθέ ΥṘτΚϤϘβʻ Υ ϛϣ
ϦοΜϥˮ ᶨ ˯Ϭⱱνᵰ⁯ πΚϦω Ψάρψᴦ πβΥʺ∕ ṍḧψ
ˮ6Ὦ˯πβχπ ṍ τ Ψάρψ ΰΜπΰϡΞʻϘθʺὫᴮρΰο χ
Ϭ ΪϥάρΥπΦσΪϦωʺ Ϭ ⁯ΰσΪϦωσϤϘδϭχπʺ
χᵰ⁯ χᾼ τνΜοψ τᾁ βϥ ΥΚϤϘβʻ
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ʿ∕ Ɫᶊˮ ρψˁРЃχ˯יּ ἷʾˮֶ ˯ρχӸΜʾ˯יּ ᾢσςϬ ΤϤϞβΨᵔ ϢϤ

Ṱ ễӾΤϣ‰  Ộΰθᴪ יּ⧵
Μ₇Τϣᴪ τ ΰοˮᴪ ∕˯π ΰʺ πṰ ễӾϬὊο‰ Ϭ Ộΰ
θῇτ ΰϢΞρΰοϜˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯σςχ χ∕ Ɫᶊχᶘ
ὯσςϬ θβάρΥπΦϘδϭʻάχϢΞσ ᵓϒχזּ σ Υ ϛϣϦ
ϥᵰ⁯ πϜᶘ ὯϬ θήγτ ΥπΦσΜρΜΞ ệτ ᴂβϥθϛʺԁ χ
ὯϬ θΰθ ›τˮ ϒχ˯יּ  Υ ϛϣϦϥϢΞτσϤϘΰθʻ
Å χṰ ễӾˢ ᶘ ẉό ᶘ ˣϬ
Å χ‰ Ϭ ỘϘθψ Ộᾋ₅ϙ
Å ⁯ῇʺԏΦ Φˮᴪ ∕˯ϬϜμο∕
Å ⁯Ⱳτ18⅞ 18⅞ӟ χ4 ϬςΞβϥΤˁ
Å ΥὨ ˢ ḯϚˣ
Å ạ χ ʺ῝ Ṱ Ϭ “
Ṝχ ὯϬ θΰθ ›τˮ ϒχ˯יּ  Υ ϛϣϦϘβʻ
ˮ ᶘ˯σςʺˮᴪ ∕˯ӟᵰχ∕ ⱢᶊϬϜμοΜοϜˮᴪ ∕˯χ∕ Ɫᶊᵺ
ΥΚϦω πβʻϘθʺⱢᶊᵰᶨ Ẩᴦˢ1 τνΦ28Ⱳḧˣχ ӤϬ Πο

ΨάρΥẐϛϣϦϘβχπʺ ᶘτ ᶘΰοⱢᶊᵰᶨ Ẩᴦχ Ӥ ˢΜϩϠϥϯиН
ϱЕρΰοˣπ Ψ ›τψ ρσϤϘδϭʻ
σΣʺ πṰ ễӾϬ ỘΰοΜσΨοϜ χ‰ Ϭ ỘΰˢϘθψ Ộᾋ₅ϙˣʺ
Υ ᾕ ρΰο τ∕ ΰοΜϥϢΞσ ›ψʺˮ ᶨ ˯ϒ  Υ ϛϣ
Ϧʺ π ΨάρΥπΦϘβʻ

３- 10．在留資格「定住者」告示外定住の類型

日系４世の在留資格問題
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４．在留資格「定住者」日系４世の在留資格
今般、日系4世（架け橋人材）受け入れ制度の見直しが行われ、2023
年12月28日から新たな運用が開始されました。
1. 定住者の在留資格への変更が可能
本制度で5年間滞在し、一定の要件を満たす場合には、「定住者」の
在留資 格に変更可能となります。
「定住者」の在留資格は、就労や家族帯同が可能です。また、在留期間の更新
も可能です。

2. 年齢制限の緩和これまでの制度では18歳から30歳までが対象でし
たが、年齢制限の上限が35歳に引き上げられます。

※ただし入国時点で日本語能力試験N3相当の日本語能力があることが条件。

3. 受入サポーターについての要件緩和
(1) 非営利団体サポーターについては、人数制限がなくなります。個人サポー
ターについては、担当できる四世の人数が現行の2名から3名に緩和されます。

なお、雇用主が個人としてサポーターとなることも可能です。
(2) 3年間適正に活動した場合はサポーターによる支援は不要となります。
(3) 「定住者」、「日本人の配偶等」及び「永住者の配偶者等」の在留資格を持
つ外国人がサポーターとなることが認められます（※）。※一定の在留歴等が
必要です。
(4) サポーターが4世の方に在留資格認定証明書申請の実費を負担させること
が可能となります（※）。※例えば切手代や封筒代

ʿ∕УжЅи ⁯ ►ḬHP Ὂ4 ˢᴯΪỆ ∙ˣ Ϧ χᾋ ΰτνΜο ϢϤ
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４- 2．定住者日系４世の入国・在留の流れ（イメージ）

ʿ Ὁ◌ χ ϒχ︣ԏΦˢ 5 12Ὦ28 ᵠ ˣ ϢϤ
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５．海外移住の歴史
χᵤᵰӱ ψʺ1868 τᴈ ᾥρρϜτ◐ϘϤϘΰθʻ Ⱳʺ ψ

ᵦᶆ ϬὫϐ⁯∑Ὂↄʺ ◕ ʺῖ χԁ ρσϤʺẍ σּזᵓ ᴟΥ Ϧ
οΜϘΰθʻ τ ỘἹ ϞὊↄ  χ ᴟτϢϤʺ Ϭ τ
Υ ϘϦʺᵤᵰϒχ ᴶΧ Υיּ ᴥΰϘΰθ

ᾕ ˢ1868יּ ˣ: ᴅ ∕ χϯЮзϸ г˔ЅрʾНрз˔ЖΥ148 χ
₳ϬМмϱχיּ ФжрГ˔Єдрϒʺζχ 40 ϬϽϯЭϒ ϤϘ

ΰθʻ ϣψ χẨᴦϞ ὴϬ ΪϥάρσΨ Ϭ ⁯ΰʺԁ τˮᾕ
ρΰο˯יּ ϣϦοΜϘβʻΰΤΰʺ ϣψ ‚ π τϜ ΰΜ︡ϤӌΜϬ
Ϊʺ Ⱶ ΥẎ τ Ϥ βⱧ ρσϤϘΰθ

Ḃ ӱ ˢ1885 ˣ: МмϱΰΪχˮḂ ӱ ˯ Υ◐ϘϤʺ χ ᶊ
σᵤᵰ ‚ΥІЌ˔ЕΰϘΰθʻάχ τṁξΦʺ ὓ2 9000 ϕςχ
ΥМмϱϒ ‚ΰϘΰθʻ Ⱳτ20 ṙ τψᴡ ϜχἸ Υיּ
χ ʺИв˔ϸйЖИϯʺϷ˔ІЕжзϯʺТϰ˔Ѕ˔ʺТϰзСрσ

ςτ Ϥʺ…╦⅜ἕϞ ὺ σςτ ⱧΰϘΰθ

ϒχӱ ˢ1920 ˣ: УжЅиΥ ӱ χ︠יּ σ ‚ ρσ
ϤϘΰθʻ ψУжЅи“ӱ Ϭ◦כΰʺ ‚ Ϭ ằΰϘΰθʻά
χⱲṍʺ χӱ ψᵤᵰϒχֶיּ Ϭ ◙ΰθˮӱ ˯πψσΨʺ ḧχ
Ἰ Ϭ τΰθ ᴶΧ πΰθיּ

ʿДϰІϸН˔ʾИАϾϱ ӱ ρζχ◓ ϢϤ
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ӽϒχӱ ˢ1930 ˣ: ⁯χ ῇʺ ӽϒχˮӱ ˯Υ⁯
ᴪχ︠ ├ρσϤϘΰθʻế σӱ Ϥ ΰ ├Υ “ήϦʺ χ
ˮӱ ˯Υ ϣϦϘΰθ

ῇχᵤᵰӱ χ™ᵫˢ1952 ˙1973 ˣ
ῇχ τψ χṑḥּיϬᴥΠθ⁯ ῢϬ◦ΠϥιΪχὊↄ ṁ ΥσΨʺ
Ϭ τằẚβϥάρϜπΦϘδϭπΰθʻΰΤΰ ›ἫτϢϥ ψʺ
χ⁯ᵰӱ ψẨήϦοΜϘδϭπΰθʻϞΥοЂрТжрЄІЀ„

ˢ1951 ˣΥ χ ϬẨβρʺ ψжГрϯЮзϸ ⁯ρ ϬὫόʺ
Ộӱ Ϭ ϥϢΞτσϤϘΰθʻ

Ϙγ1952 τУжЅиϒ ῇΩ χӱ Υ ‚βϥρʺζχ2 ῇτψОжϽ
ϯϱʺ τψϯиЉрЎрʺ1956 τЖЬИϸʺ1957 ΤϣψЩзРϯϒΰΪ
οʺ Ψχ Υӱ ΰϘΰθʻ

⑸ 戦後引き揚げ・本国送還
第二次世界大戦後の数年間、旧植民地や交戦地域から600万を超える軍人や移植民
が日本に帰還しました。その過程では家族離散が頻発し、また飢餓、病気で命を落と
す者も少なくありませんでした。特に旧満州、フィリピン、マイクロネシアなどに多くの子
供が取り残される悲劇も生じました。

ʿДϰІϸН˔ʾИАϾϱˢDNx ӱ ρζχ◓ ϢϤ

1973年3月27日サントス着の最後の移民船「にっぽん丸」が、2月14日に横浜港大桟橋
から出港。 ϒχӱ πʺˮτμϗϭḮ˯τ Ϥ₅ϭιӱ ψ285 ʻУжЅ
иΥ222 ʺϯиЉрЎр36 ʺОжϽϯϱ25 ʺЩзРϯ2 ιμθʻάχ Ϭ
Ωῇτ “Ṑӱ Ⱳ ϒʻ ρσϤ1Жи308דΤϣ270ד τσμθ
πϜΚϥʻ
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ʿ Ὁ χṑ⁯◦כⱧỘτϢϥṑ⁯Ϭ―╔ˢDNx /ᾼ Ӳ Ӫιμθ Ὁ ṑ⁯◦כⱧỘ ϢϤ

ΰΜӱ ОЌ˔рρ1990 Ḛ ᵠ
ΰΤΰ1970 Ϙπτ χὊↄΥ ọβϥρʺ⁯ χ ᵤᵰӱ ψⱳ τ
ὫτΰΤΜϘΰθʻάϦρψẄτʺ1980 ṍτσϥρʺ χὊↄỂῸρ
χד‰Ὂↄχֲốπʺ χ ὉУжЅи ϞЧи˔ Υ τ ᴶΧτ

Ϟμο ϥᾝ Υ◐ϘϤϘΰθʻάχ Φψʺ χ Ḛ χ1990 ᵠ τϢϤ
Ὁ χיּ χ Υ“ϩϦϥάρπήϣτᴥ ΰϘΰθʻ

⑻ 日系人帰国支援事業
リーマン・ショックを受け、日本で失業した日系人を対象に、母国への帰国費用を政府
が支給（支給額本人一人当たり30万円、扶養家族一人当たり20万円）した事業。
２００９年４月にスタートした。当初、支給を受けると日系人の身分に基づく在留資格で
の再入国は認めないとしたため、海外の批判を受けた。政府は同５月、再入国の禁止
期間を「原則３年をめどにする」との方針を示した。
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６．就労が認められない在留資格５種類

ʿ2024 6Ὦ ∕ ᵰ⁯ χ ӱ Excel ϢϤ
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原則として就労が認められない在留資格5種類
文化活動・短期滞在・留学・研修・家族滞在

「留学」及び「家族滞在」の在留資格をもって在留する外国人の方がアルバイト等の
就労活動を行う場合には、地方入国管理局で資格外活動の許可を受けることが必要
です。

資格外活動の許可を得れば、「留学」の在留資格をもって在留する外国人の方につ
いては原則として１週28時間まで就労することが可能となります。また、「留学」の在留
資格をもって在留する外国人の方は、その方が在籍する教育機関が夏休み等の長期
休業期間中については、１日８時間まで就労することが可能となります。これらの就労
は包括的に許可されますが、教育機関の長期休業期間等、具体的な許可の範囲につ
いては、「資格外活動許可書」により確認することができます。

また、資格外活動の許可を得れば「家族滞在」の在留資格をもって在留する外国人
の方についても、原則として１週28時間まで就労することが可能となります。事業主の
方は、これらの在留資格を有する方を雇用する際には、事前に「旅券の資格外活動許
可証印」又は「資格外活動許可書」などにより就労の可否及び就労可能な時間数を確
認して下さい。

なお、これらの方にあっては、風俗営業等に従事することはできません。

ʿῡ HP˼ ʾʾʾ˼ᵰ⁯ χ Ϭᾼ Ϧϥ∑τψ Υ ϛϣϦϥΤᶎ ΰοΨιήΜ ϢϤ

資格外活動許可で定められている週28時間ルール
（例外あり）
包括許可では1週間に28時間以内しか働くことはでき
ません。ここで勘違いされている方が多いのですが、1
週とは月曜日から日曜日までの1週間ではありません。
どの曜日から起算した場合でも28時間以内でなけれ
ばならない
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１１．就労が認められる在留資格（活動制限あり）１９種類
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１１．就労が認められる在留資格（活動制限あり）１９種類
在留資格 該当例

令和5年末
(2023年末)

構成比
(%)

対前年末
増減率(%)

総 数 3,410,992 100.0 10.9 
技 能 実 習 技能実習生 404,556 11.9 24.5 
技術・人文知識・
国際業務

機械工学等の技術者、通訳、デザイナー、
私企業の語学教師、マーケティング業務従事者など

362,346 10.6 16.2 

特 定 技 能 特定産業分野にて技能や知識を活かして就労外国人 208,462 6.1 59.2 

技 能
外国料理の調理師やスポーツ指導者、

航空機の操縦者、貴金属等の加工職人など 42,499 1.2 6.8 

経 営 ・ 管 理 企業の経営者や管理者 37,510 1.1 17.9 
高 度 専 門 職 ポイント制により認定された高度外国人材 23,958 0.7 30.8 
企 業 内 転 勤 外国の事業所からの転勤者 16,404 0.5 26.1 
教 育 中学や高等学校の語学教師 14,157 0.4 5.5 
介 護 介護福祉士 9,328 0.3 48.4 
教 授 大学教授など 7,226 0.2 - 1.6 
宗 教 宣教師など 4,143 0.1 4.5 
医 療 医師や歯科医師、看護師 2,547 0.1 3.2 
興 行 俳優や歌手、ダンサー、プロスポーツ選手など 2,505 0.1 13.1 
研 究 政府関係機関や企業の研究者 1,301 0.0 - 1.0 
芸 術 作曲家、画家、小説家など 580 0.0 15.5 
報 道 報道機関の記者やカメラマン 212 0.0 1.0 
法 律 会 計 業 務 弁護士や公認会計士など 159 0.0 17.9 
外 交 外国人政府の大使や総領事、またはその家族など - 0.0 -
公 用 海外政府や国際機関の職員、またはその家族など - 0.0 -



37

在留資格に定められた範囲で就労が認められる在留資格19種類

①外交、②公用、③教授、④芸術、⑤宗教、⑥報道、⑦高度専門職、⑧経営・管理、⑨法
律・会計業務、⑩医療、⑪研究、⑫教育、⑬技術・人文知識・国際業務、⑭企業内転勤、
⑮介護、⑯興行、⑰技能、⑱特定技能、⑲技能実習

なお、一般の事務所での雇用のケースが多いと考えられるものは次の4種類です。

技 術…………………
コンピューター技師、自動車設

計技師等

人文知識・国際業務……
通訳、語学の指導、為替ディー

ラー、デザイナー等

企業内転勤………………

企業が海外の本店又は支店か
ら期間を定めて受け入れる社員
（活動は、「技術」、「人文知識・
国際業務」に掲げるものに限

る。）

技 能…………………・
中華料理・フランス料理のコック

等

ʿῡ HP˼ ʾʾʾ˼ᵰ⁯ χ Ϭᾼ Ϧϥ∑τψ Υ ϛϣϦϥΤᶎ ΰοΨιήΜ ϢϤ
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７．在留資格「技術・人文知識国際業務」とは
「技術・人文知識・国際業務」に該当する職種

ʿ зϹйІ˼∕ ⱢᶊˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯ρψˁἇ σ Ϟ ὯτνΜο ϢϤ
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「技術・人文知識・国際業務」の要件

ˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯χ◌ Ὧ
Å ḼỘρχἸ
ᵰ⁯ ρ π βϥḼỘρχḧπʺᾼ Ἰ ϞӦ Ἰ σςὋ σἸ Υ
ʻἸ ΥὋ σϜχπσΜ ›ψʺˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯τᵺ

ΰσΜʻ
Åᶘ Ϙθψם Ὂᾓ Ὧ
ᵰ⁯ ψ ӟ ʺˮᶘ●˯ΤζϦρ ӟ χᶘ Ϭ βϥʻ ᶘԚϬ Ộΰ
οˮ ●˯Ϟˮ ●˯χᶘӡχ ψ ὯϬ βΥʺˮ ṍ ᶘ˯Ϭ Ộΰοʺ
ˮ ᶘ●˯Ϟˮ ṍ ᶘ●˯ϬⱱμοΜϥ Ϝˮᶘ●˯ ρϙσήϦϥʻ
ÅỘ ρχḩ
ḼỘπ“ΞỘ ρ ᶘϞ ᶘ σςπᶘϭι ῼᴬ Υḩ ΰοΜϥάρ
Ϝ ʻ τʺ ᶘϬ ỘΰοΜϥ ›ψʺ ῼᴬ ρỘ χḩ ψ
τ ήϦϥʻ χⱧ ΥσΜᾢϤʺ ᶘϬ ỘΰοΜϥάρϬϜμοʺỘ
ρχḩ ΥΚϥρ ϛϣϦϥχπʺ ᶘχὊↄᶘ Ϭ Ộΰθ ΥʺЊТ

Еϳϴϯᵫ ᵓּזπЄІГЭϵрЅИϯρΰοỠ βϥϢΞσ ›πΚμοϜά
χ ὯϬ θβάρτσϥʻ
ԁ πʺ ᶘ Ϭ ỘΰοΜϥ ›ψʺ ῼᴬ ρỘ τ χḩ
ΥẐϛϣϦϘβʻ Πωʺ ᴬϬ Ộΰθ Υʺᴟ ᵓּז

Å ρ ᶛӟ χ

ʿ зϹйІ˼∕ ⱢᶊˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯ρψˁἇ σ Ϟ ὯτνΜο ϢϤ
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ʿ зϹйІ˼∕ ⱢᶊˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯ρψˁἇ σ Ϟ ὯτνΜο ϢϤ

Å学歴または実務経験要件

学歴要件を満たしていない場合であっても、10年以上の実務経験が
あれば要件を満たします。この年数には、大学や専門学校、高校な
どで、従事する業務内容に関する技術や知識を学んだ期間も含ま
れます。さらに、学歴要件や実務経験要件を満たしていなくても、エ
ンジニアの方で情報処理に関する資格を持っていれば、この要件を
満たすことが可能です。
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ʿᵰ⁯ ᶘ χ τΰΪθ֫ χᾋ ΰτνΜο ⁯∕ Ḛ ϢϤ

８．在留資格「特定活動告示46号」とは
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ʿᵰ⁯ ᶘ χ τΰΪθ֫ χᾋ ΰτνΜο ⁯∕ Ḛ ϢϤ
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ʿᵰ⁯ ᶘ χ τΰΪθ֫ χᾋ ΰτνΜο ⁯∕ Ḛ ϢϤ



έ ΚϤΥρΞέίΜϘΰθ˂
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¸出入国在留管理庁令和6年3月22日報道発表 令和5年12月末現在に

おける在留外国人数について
¸日本で永住権を取得する条件やメリット在留資格ラボ 特定技能ビザ申請行政

法人
¸在留資格「永住者」とは？【特別永住者】との違い 在留資格ラボ 特定技能ビ

ザ申請行政法人
¸ディスカバー・ニッケイ日本人移民とその子孫
¸日系人の帰国支援事業による帰国を考察（DN）/ 雇用維新 不本意だった日系

人帰国支援事業
¸在ブラジル日本国大使館HP 日系4世（架け橋人材）受入れ制度の見直しにつ

いて
¸日系四世の方への手引き（令和5年12月28日改訂）
¸厚生労働省HP＞・・・＞外国人の方を雇入れる際には就労が認められるか確認

してください
¸㈱リガレス＞在留資格「技術・人文知識・国際業務」とは？具体的な職種や要件

について
¸外国人留学生の就職促進に向けた運用等の見直しについて
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